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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第71期

第３四半期
連結累計期間

第72期
第３四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 60,919,093 65,668,352 109,388,049

経常利益 (千円) 3,943,357 4,755,669 8,873,797

四半期(当期)純利益 (千円) 2,380,079 3,311,949 5,312,841

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 3,414,647 4,620,893 5,847,706

純資産額 (千円) 47,566,784 52,963,331 49,590,066

総資産額 (千円) 83,998,732 92,226,681 91,645,974

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 66.80 93.17 149.12

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 55.7 56.4 53.2
 

 

回次
第71期

第３四半期
連結会計期間

第72期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 24.65 29.99
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、当四半期における首都直下地震対策関連工事や公共工事を

中心とした受注増加を受け、受注高は前年同期比1,710百万円増加し、83,065百万円となりました。

また、売上高につきましては、高水準の前期繰越高でスタートしたうえ、工事の進捗も順調に進んだことか

ら、前年同期比4,749百万円増加し65,668百万円となりました。

これらの結果、従来から粘り強く取り組んできた不採算工事の徹底排除、原価管理の強化、種々のコストダウ

ン等の努力とも相まって、売上総利益は8,898百万円（前年同期比880百万円増加）、営業利益は4,381百万円（前

年同期比785百万円増加）、経常利益は4,755百万円（前年同期比812百万円増加）、四半期純利益は3,311百万円

（前年同期比931百万円増加）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりです。なお、セグメントの売上高につきましては、外部顧客への売上高を記

載しております。

（土木事業）

受注高は61,120百万円（前年同期比6.6％増）、売上高は42,680百万円（前年同期比12.7％増）となりました。

売上高のうち工事進行基準による計上額は25,394百万円であり、次期繰越高は61,006百万円となりました。

セグメント利益は2,682百万円となりました。

（建築事業）

受注高は21,944百万円（前年同期比8.6％減）、売上高は17,836百万円（前年同期比8.0％増）となりました。

売上高のうち工事進行基準による計上額は12,937百万円であり、次期繰越高は20,373百万円となりました。

セグメント利益は1,069百万円となりました。

（その他）

売上高は5,151百万円で、その主なものは鉄道関連製品の製造及び販売収入であります。

セグメント利益は611百万円となりました。
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(2)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業上及び財務上の対処すべき

課題についての重要な変更はありません。

 

(3)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発費の総額は19百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 138,900,000

計 138,900,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年２月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 36,100,000 36,100,000
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株であります。

計 36,100,000 36,100,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月31日 － 36,100,000 － 2,810,000 － 2,264,004

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記　　　　載することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をし

ております。

 
① 【発行済株式】

   平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

 
 (自己保有株式)
普通株式

570,900
 
(相互保有株式)
普通株式

1,000
 

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

35,504,500
355,045 ―

単元未満株式
普通株式

23,600
― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 36,100,000 ― ―

総株主の議決権 ― 355,045 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式2,000株（議決権20個）が含

まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式43株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

    平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
東鉄工業株式会社

東京都新宿区信濃町34番地
JR信濃町ビル４階

570,900 ― 570,900 1.58

(相互保有株式)
株式会社全溶

東京都練馬区東大泉２丁目
11番６号

1,000 ― 1,000 0.00

計 ― 571,900 ― 571,900 1.58
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 16,822,166 10,656,825

  受取手形・完成工事未収入金等 49,782,670 ※２  43,657,825

  未成工事支出金等 2,367,802 12,320,429

  繰延税金資産 944,336 389,337

  その他 3,483,615 5,250,213

  貸倒引当金 △17,988 △14,344

  流動資産合計 73,382,604 72,260,287

 固定資産   

  有形固定資産 6,561,089 6,427,958

  無形固定資産 262,146 233,334

  投資その他の資産   

   投資有価証券 10,996,294 12,898,400

   その他 2,431,793 2,382,845

   貸倒引当金 △1,987,953 △1,976,145

   投資その他の資産合計 11,440,134 13,305,100

  固定資産合計 18,263,370 19,966,394

 資産合計 91,645,974 92,226,681
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 28,423,279 ※２  23,580,580

  未払法人税等 2,295,815 169,621

  未成工事受入金 548,900 4,334,222

  完成工事補償引当金 79,300 58,500

  賞与引当金 1,666,707 697,035

  工事損失引当金 80,157 50,927

  その他 5,341,393 6,322,618

  流動負債合計 38,435,554 35,213,504

 固定負債   

  繰延税金負債 1,234,827 1,757,338

  債務保証損失引当金 332,300 328,800

  退職給付に係る負債 1,104,544 1,188,192

  その他 948,681 775,514

  固定負債合計 3,620,353 4,049,845

 負債合計 42,055,908 39,263,350

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,810,000 2,810,000

  資本剰余金 2,350,634 2,350,634

  利益剰余金 41,341,330 43,605,310

  自己株式 △155,029 △352,931

  株主資本合計 46,346,935 48,413,013

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,855,932 3,986,208

  退職給付に係る調整累計額 △409,536 △350,119

  その他の包括利益累計額合計 2,446,396 3,636,088

 少数株主持分 796,734 914,229

 純資産合計 49,590,066 52,963,331

負債純資産合計 91,645,974 92,226,681
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高   

 完成工事高 54,396,468 60,517,090

 付帯事業売上高 6,522,625 5,151,261

 売上高合計 60,919,093 65,668,352

売上原価   

 完成工事原価 47,434,068 52,755,227

 付帯事業売上原価 5,466,922 4,014,548

 売上原価合計 52,900,991 56,769,775

売上総利益   

 完成工事総利益 6,962,400 7,761,862

 付帯事業総利益 1,055,702 1,136,713

 売上総利益合計 8,018,102 8,898,576

販売費及び一般管理費 4,421,968 4,517,391

営業利益 3,596,134 4,381,184

営業外収益   

 受取利息 1,705 2,320

 受取配当金 174,378 183,939

 持分法による投資利益 61,325 92,009

 社宅料 82,794 88,598

 その他 27,019 17,747

 営業外収益合計 347,223 384,616

営業外費用   

 雑支出 － 10,131

 営業外費用合計 － 10,131

経常利益 3,943,357 4,755,669

特別利益   

 固定資産売却益 3,761 474,435

 債務保証損失引当金戻入額 2,300 3,500

 特別利益合計 6,061 477,935

特別損失   

 固定資産除却損 69,649 54,916

 その他 59 －

 特別損失合計 69,708 54,916

税金等調整前四半期純利益 3,879,710 5,178,689

法人税、住民税及び事業税 953,351 1,226,345

法人税等調整額 495,033 558,382

法人税等合計 1,448,385 1,784,727

少数株主損益調整前四半期純利益 2,431,324 3,393,962

少数株主利益 51,244 82,012

四半期純利益 2,380,079 3,311,949
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,431,324 3,393,962

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 976,498 1,152,493

 退職給付に係る調整額 － 59,416

 持分法適用会社に対する持分相当額 6,825 15,020

 その他の包括利益合計 983,323 1,226,931

四半期包括利益 3,414,647 4,620,893

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,355,542 4,501,642

 少数株主に係る四半期包括利益 59,104 119,250
 

EDINET提出書類

東鉄工業株式会社(E00112)

四半期報告書

11/17



【注記事項】

(会計方針の変更等)

 
当第３四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業

員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金

額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半期

連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減してお

ります。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が299,674千円増加し、利益剰余金が192,870千

円減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

 

　１　偶発債務(保証債務)

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入等に対し債務保証を行っております。

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

(銀行借入金保証)   

　従業員(住宅融資制度) 138,443千円 121,260千円

　　　　計 138,443 121,260
 

 

※２　　四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日または現金決済日をもって決済処理

をしております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形等が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

　受取手形 ―千円 4,564千円

電子記録債権 ― 368,780

支払手形 ― 430,360
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

 

 売上高の季節的変動

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自 

平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

当社グループの売上高は、土木事業及び建築事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結会計

期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比べ、第４四半

期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動があります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

減価償却費 607,945千円 611,946千円
 

 

(株主資本等関係)

 

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 783,847 22 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日
定時株主総会

普通株式 855,100 24 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：千円)

 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結損益

計算書計上額

（注３） 土木事業 建築事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 37,881,793 16,514,675 54,396,468 6,522,625 60,919,093 ― 60,919,093

セグメント間の

内部売上高又は振替高
― 233,065 233,065 808,296 1,041,361 △1,041,361 ―

計 37,881,793 16,747,740 54,629,534 7,330,921 61,960,455 △1,041,361 60,919,093

セグメント利益 2,601,585 613,187 3,214,773 369,178 3,583,952 12,182 3,596,134
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、鉄道関連製品の製造及び販売、不

動産賃貸事業並びに環境事業等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額12,182千円は、セグメント間取引消去5,045千円及び固定資産の未実現損益の調整

額7,137千円であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       (単位：千円)

 報告セグメント
その他

（注１）
合計

調整額

（注２）

四半期連結損益

計算書計上額

（注３） 土木事業 建築事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 42,680,292 17,836,797 60,517,090 5,151,261 65,668,352 ― 65,668,352

セグメント間の

内部売上高又は振替高
― 383,636 383,636 1,154,703 1,538,340 △1,538,340 ―

計 42,680,292 18,220,434 60,900,727 6,305,965 67,206,692 △1,538,340 65,668,352

セグメント利益 2,682,245 1,069,631 3,751,876 611,097 4,362,974 18,210 4,381,184
 

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、鉄道関連製品の製造及び販売、不

動産賃貸事業並びに環境事業等を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額18,210千円は、セグメント間取引消去11,435千円及び固定資産の未実現損益の調整

額6,774千円であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益 66円80銭 93円17銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益(千円) 2,380,079 3,311,949

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 2,380,079 3,311,949

普通株式の期中平均株式数(千株) 35,629 35,547
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月６日

東鉄工業株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員  
公認会計士   北　川　　健　二　　　印

業 務 執 行 社 員  
 

 

指定有限責任社員  
公認会計士   阿　部　　與　直　　　印

業 務 執 行 社 員  
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東鉄工業株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東鉄工業株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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